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成果物

敬震丹

　経営理念の「信は万事の元を成す」とは信用がすべてであるという意味です。そのため
には良い生薬を使い、最良の品質を提供するほかはないと大事にしている言葉です。犬伏
製薬は江戸時代から生薬を扱い、薬の製造を行ってきました。原材料にこだわり妥協せず、
生薬は社長自ら目利きして仕入れ、社内で選別してから使用します。私たちは品質へのこ
だわりを使命とし、活力と健康を支援することをお約束しています。

犬伏製薬株式会社
〒771－1220
徳島県板野郡藍住町東中富字東傍示64－6
TEL（088）692‒2302　FAX（088）692‒2352
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この人に聞きました
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インタビュー

●犬伏製薬株式会社　代表取締役　犬伏　壮一郎 
●ホームページ／http://inubushiseiyaku.com/　●設立年月日／昭和47年10月
●資本金／1,000万円　●業種／製造業　●従業員数／５名

当社のみ製造可能な漢方薬の開発と製品化

１．取組の経緯
　精神面、体力面の両方に効能がある「気付け薬」は市
場ニーズが高く、このことは当社独自のアンケート調査
結果においても確認されている。「麝香（じゃこう）」に
高用量の「牛黄（ごおう）」を配合した漢方薬は市場に
ない。「麝香」はワシントン条約で規制されている生薬
であるため新規の製造許可は下りないが、当社は35年
前に製造許可を取得しており製造可能である。他社で作
れない競争優位の製品となるため、製造方法の確立を目
指して、「分光光度計」及び「高速液体クロマトグラフィ」
を導入して新薬の開発に取組んだ。

２．実施内容
　薬学の専門家の指導を仰ぎながら商品化への課題とな
る「カプセル充填」工程をはじめ、試作・試験を繰り返
しながら開発に取組み、試作品を完成させることができ
た。また製造方法・製品評価方法が確立でき、今後の事
業展開が可能になり、広く販売するためOEM供給にて
販路を検討している。価格高騰している「牛黄」市場の
相場を見ながら製品化及び価格設定を行い市場展開する。

　本事業で35年前に製造許可を得たまま未発売であった漢方薬の
開発において、製造方法・製品評価方法を確立することができまし
た。当社のみが製造できる付加価値の高い商品です。商品化して広
く皆さんに届けていきたいと思います。

代表取締役　犬伏　壮一郎　氏

高速液体クロマトグラフィ

薬学の専門家による指導


